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1

取締役

2名

4名

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第2回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2010年7月27日

③新株予約権の総数
　303個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　3,030株

⑤新株予約権の行使期間
　2010年7月28日から2060年7月27日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第3回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2011年7月26日

③新株予約権の総数
　618個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　6,180株

⑤新株予約権の行使期間
　2011年7月27日から2061年7月26日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

（１）事業年度の末日において当社の会社役員が有している当社の新株予約権等

新株予約権等に関する事項

2

新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役

新株予約権等の内容の概要

4名

5名

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第4回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2012年7月26日

③新株予約権の総数
　536個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　5,360株

⑤新株予約権の行使期間
　2012年7月27日から2062年7月26日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第5回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2013年7月26日

③新株予約権の総数
　581個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　5,810株

⑤新株予約権の行使期間
　2013年7月27日から2063年7月26日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。
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新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役
（社外取締役を

除く）

新株予約権等の内容の概要

6名

6名

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第6回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2014年7月28日

③新株予約権の総数
　644個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　6,440株

⑤新株予約権の行使期間
　2014年7月29日から2064年7月28日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第7回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2015年7月28日

③新株予約権の総数
　410個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　4,100株

⑤新株予約権の行使期間
　2015年7月29日から2065年7月28日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役
（社外取締役を

除く）

新株予約権等の内容の概要

6名

9名

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第8回新株予約権
②新株予約権の割当日
　2016年7月26日
③新株予約権の総数
　647個（新株予約権1個につき10株）
④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　6,470株
⑤新株予約権の行使期間
　2016年7月27日から2066年7月26日まで
⑥権利行使価額
　1株当たり1円
⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第9回新株予約権
②新株予約権の割当日
　2017年7月26日
③新株予約権の総数
　782個（新株予約権1個につき10株）
④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　7,820株
⑤新株予約権の行使期間
　2017年7月27日から2067年7月26日まで
⑥権利行使価額
　1株当たり1円
⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。
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 （2018年４月１日から2019年３月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本

資本金 資本
準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

資本剰余金 利益剰余金
その他利益剰余金

46,773

－
46,773

36,034

－
36,034

36,034

－
36,034

13,536

－
13,536

105,578

5,000

5,000
110,578

28,226

△2,924
6,594

△0
△5,000

176

△1,154
27,071

147,340

△2,924
6,594

△0
－
176

3,845
151,186

自己株式 株主資本
合　計

△216

△4
9

4
△211

229,932

△2,924
6,594
△4
8
－
176

3,849
233,782

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　別途積立金の積立
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

株主資本等変動計算書

5 6

評 価・換 算 差 額 等

新株予約権 純資産合計その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

49,025

△1,697

△1,697
47,328

7,186

△2,211

△2,211
4,974

2,680

△176

△176
2,504

58,892

△4,084

△4,084
54,807

133

20

20
153

288,958

△2,924
6,594
△4
8
－

176

△4,064

△214
288,743

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　別途積立金の積立
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

新株予約権等の内容の概要 新株予約権等を
有する者の人数

取締役
（社外取締役を

除く）

新株予約権等の内容の概要

11名

①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第10回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2018年7月26日

③新株予約権の総数
　1,041個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
　当社普通株式　10,410株

⑤新株予約権の行使期間
　2018年7月27日から2068年7月26日まで

⑥権利行使価額
　1株当たり1円

⑦権利行使についての条件
　新株予約権者は、当社の取締役の地位を喪失した日の翌日から10日を経過
　する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

（２）事業年度中に使用人等に交付した当社の新株予約権等
該当事項はありません。

注．2017年10月1日付で普通株式10株につき1株の割合で株式併合を行うとともに、単元株式数を1,000株から100株とする
変更を行ったため、新株予約権の目的となる株式の数を調整しております。

監査役
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5 6

評 価・換 算 差 額 等
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除く）

新株予約権等の内容の概要
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①新株予約権の名称
　株式会社大垣共立銀行　第10回新株予約権

②新株予約権の割当日
　2018年7月26日

③新株予約権の総数
　1,041個（新株予約権1個につき10株）

④新株予約権の目的となる株式の種類及び数
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変更を行ったため、新株予約権の目的となる株式の数を調整しております。

監査役
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７．引当金の計上基準
（1）貸倒引当金
　　　貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　　「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行
等監査特別委員会報告第４号 平成 24 年７月４日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、
一定の種類毎に分類し、過去の一定期間における各々の貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。
破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、
その残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額
から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。特定海外債権については、
対象国の政治経済情勢等に起因して生ずる損失見込額を特定海外債権引当勘定として計上しております。

　　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部
署が査定結果を監査しております。

（2）投資損失引当金
　　投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額
を計上しております。

（3）賞与引当金
　　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属す
る額を計上しております。

（4）退職給付引当金
　　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、
必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ
る方法については、給付算定式基準によっております。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次の
とおりであります。
　　過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５年）による定額法により損益処理
　　数理計算上の差異：各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（14 年）による定額法により按分
　　　　　　　　　　した額を、それぞれ発生の翌事業年度から損益処理

（5）睡眠預金払戻損失引当金
　　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求
に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。

（6）ポイント引当金
　　ポイント引当金は、ポイント制サービス「サンクスポイント・プレゼント」におけるサンクスポイントが将来費消され
た場合の負担に備えるため、当事業年度末において将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上
しております。 

８．ヘッジ会計の方法
（1）金利リスク・ヘッジ
　　金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する
会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号 平成14年２月13日。以下、「業種別監査
委員会報告第24号」という。)に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、キャッシュ・フローを固定
するヘッジについて、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関関係の検証により行っております。
　　なお、一部の資産･負債については、金利スワップの特例処理を行っております。

重要な会計方針

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
　（1）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社及び子法人等株式に

ついては移動平均法による原価法、その他有価証券については原則として決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価
は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握することが極めて困難と認められるものについては移動平均法によ
る原価法により行っております。

　　　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。
　（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時価法
により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
　（1）有形固定資産（リース資産を除く）
　　　有形固定資産は、定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を
　採用しております。
　　　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　　　建　物　　３年～ 60年
　　　　その他　　３年～ 20年
　（2）無形固定資産
　　　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能
　期間（主として５年）に基づいて償却しております。
　（3）リース資産
　　　所有権移転ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、自己所有の固定資産に適用する償却
方法と同一の方法により償却しております。

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とした定額
法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額
とし、それ以外のものは零としております。

５．繰延資産の処理方法
　　社債発行費は資産として計上し、社債の償還期間にわたり定額法により償却しております。
６．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　外貨建資産・負債は、主として決算日の為替相場による円換算額を付しております。

個別注記表
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７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　　担保に供している資産
　　　　預け金
　　　　有価証券
　　　　その他の資産
　　　担保資産に対応する債務
　　　　預金
　　　　売現先勘定
　　　　債券貸借取引受入担保金
　　　　借用金
　　　　支払承諾
　　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券1,544百万円及び商品有価証
券104百万円を差し入れております。
　　また、その他の資産には、中央清算機関差入証拠金40,000百万円、保証金607百万円及び敷金672百万円が含まれてお
ります。
　　なお、手形の再割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しておりますが、当事業年度末で該
当する取引はありません。
８．現先取引により受け入れている有価証券のうち、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有する有価
証券で、当事業年度末に当該処分をせずに所有している有価証券は73百万円であります。
９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規
定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約
に係る融資未実行残高は、1,366,065百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件
で取消可能なものが1,310,582百万円あります。
　　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当社の
将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全
及びその他相当の事由があるときは、当社が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる
旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後
も定期的に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を
講じております。
10．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額
については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した
金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
　　　再評価を行った年月日 1998年３月31日
　　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法

　　　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価後
　の帳簿価額の合計額との差額

91百万円
334,643百万円

207百万円

27,536百万円
33,774百万円
 77,299百万円
 150,509百万円

83百万円

7,025百万円

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119
号）第２条第４号に定める地価税の課税価格計算の基礎となる土地の価
額に時点修正等、合理的な調整を行って算出。

　（2）為替変動リスク・ヘッジ
　　　外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計
処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号 平成14年７月29日）に規
定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行
う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ
手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することにより行っております。

９．消費税等の会計処理
　　　消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっております。 ただし、固定資産
に係る控除対象外消費税等は当事業年度の費用に計上しております。

（貸借対照表関係）
１．関係会社の株式及び出資金総額　　　　3,037百万円
　２．貸出金のうち、破綻先債権額は3,532百万円、延滞債権額は45,592百万円であります。
　　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取
立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下、「未収
利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲
げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

　　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的と
して利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は18百万円であります。
　　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先
債権及び延滞債権に該当しないものであります。
４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は12,477百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元
本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞
債権に該当しないものであります。
５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は61,621百万円であります。
　　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
６．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形
及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、
17,052百万円であります。

注記事項
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７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　　担保に供している資産
　　　　預け金
　　　　有価証券
　　　　その他の資産
　　　担保資産に対応する債務
　　　　預金
　　　　売現先勘定
　　　　債券貸借取引受入担保金
　　　　借用金
　　　　支払承諾
　　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券1,544百万円及び商品有価証
券104百万円を差し入れております。
　　また、その他の資産には、中央清算機関差入証拠金40,000百万円、保証金607百万円及び敷金672百万円が含まれてお
ります。
　　なお、手形の再割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しておりますが、当事業年度末で該
当する取引はありません。
８．現先取引により受け入れている有価証券のうち、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有する有価
証券で、当事業年度末に当該処分をせずに所有している有価証券は73百万円であります。
９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規
定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約
に係る融資未実行残高は、1,366,065百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件
で取消可能なものが1,310,582百万円あります。
　　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当社の
将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全
及びその他相当の事由があるときは、当社が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる
旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後
も定期的に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を
講じております。
10．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額
については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した
金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
　　　再評価を行った年月日 1998年３月31日
　　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法

　　　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価後
　の帳簿価額の合計額との差額

91百万円
334,643百万円

207百万円

27,536百万円
33,774百万円
 77,299百万円
 150,509百万円

83百万円

7,025百万円

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119
号）第２条第４号に定める地価税の課税価格計算の基礎となる土地の価
額に時点修正等、合理的な調整を行って算出。

　（2）為替変動リスク・ヘッジ
　　　外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計
処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号 平成14年７月29日）に規
定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行
う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ
手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することにより行っております。

９．消費税等の会計処理
　　　消費税及び地方消費税（以下、「消費税等」という。）の会計処理は、税抜方式によっております。 ただし、固定資産
に係る控除対象外消費税等は当事業年度の費用に計上しております。

（貸借対照表関係）
１．関係会社の株式及び出資金総額　　　　3,037百万円
　２．貸出金のうち、破綻先債権額は3,532百万円、延滞債権額は45,592百万円であります。
　　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取
立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下、「未収
利息不計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲
げる事由又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。

　　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的と
して利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は18百万円であります。
　　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先
債権及び延滞債権に該当しないものであります。
４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は12,477百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元
本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞
債権に該当しないものであります。
５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は61,621百万円であります。
　　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
６．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形
及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、
17,052百万円であります。

注記事項
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当事業年度
期首株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数 摘　要当事業年度

増加株式数
自己株式
普通株式
合　計

58
58

1
1

2
2

57
57

（注）

（単位：千株）

当事業年度の損益に含まれた評価差額（百万円）
売買目的有価証券 9

貸借対照表
計上額（百万円）

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

差額
（百万円）種　類

小　計

小　計
合　計

時価
（百万円）

国債
地方債
社債
その他

国債
地方債
社債
その他

－
－

11,397
－

11,397
－
－

5,681
－

5,681
17,078

－
－

11,435
－

11,435
－
－

5,642
－

5,642
17,077

－
－
38
－
38
－
－

△38
－

△38
△0

　２．満期保有目的の債券（2019年３月31日現在）

(株主資本等変動計算書関係)
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取り１千株による増加であります。
　　２．普通株式の自己株式の株式数の減少２千株は、ストック・オプションの権利行使による譲渡２千株及び単元未満株式の買

増請求に基づく売渡し０千株による減少であります。

(有価証券関係 )
　　貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
　１．売買目的有価証券（2019年３月31日現在）

11．有形固定資産の減価償却累計額
12．有形固定資産の圧縮記帳額
13.「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当社の保証債務の額
は16,078百万円であります。

14．関係会社に対する金銭債権総額
15．関係会社に対する金銭債務総額

(損益計算書関係)
１．関係会社との取引による収益
　　　資金運用取引に係る収益総額
　　　役務取引等に係る収益総額
　　　その他業務・その他経常取引に係る収益総額
　　関係会社との取引による費用
　　　資金調達取引に係る費用総額
　　　役務取引等に係る費用総額
　　　その他業務・その他経常取引に係る費用総額

44,686百万円
1,352百万円

20,986百万円
26,031百万円

648百万円
 923百万円
73百万円

１百万円
1,017百万円
 2,887百万円

２．以下の資産について減損損失274百万円を計上しております。

　これらの資産は、継続的な地価の下落、営業キャッシュ・フローの低下及び売却の意思決定を受けて、資産グループの
帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。営業用店舗については
管理会計上の最小区分である営業店単位をグルーピング単位とし、遊休資産については各資産単位をグルーピング単位と
しております。また、本店、事務センター、研修所、社宅等については共用資産としております。
　減損損失の測定に使用している回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い価額としております。正味売
却価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は将来キャッシュ・フロー見積額を7.6％で割
り引いて算定しております。

岐阜県内

滋賀県内

用　　途場　　所

営業店舗４か所

営業店舗１か所

減　損　損　失
 272 百万円  

（うち土地  　　　　 　 219 百万円）
（うち建物　　　　　　　48百万円）
（うち動産等  　　　　　   3 百万円）

 0 百万円  
（うち土地  　　　　 　　  0 百万円）
（うち建物     　　　　　　0百万円）
（うち動産　  　　　　　　0百万円）

 1 百万円

種　　類

土地、建物及び動産等

土地、建物及び動産

土地遊休資産等３か所岐阜県内
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当事業年度
期首株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数 摘　要当事業年度

増加株式数
自己株式
普通株式
合　計

58
58

1
1

2
2

57
57

（注）

（単位：千株）

当事業年度の損益に含まれた評価差額（百万円）
売買目的有価証券 9

貸借対照表
計上額（百万円）

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表
計上額を超えないもの

差額
（百万円）種　類

小　計

小　計
合　計

時価
（百万円）

国債
地方債
社債
その他

国債
地方債
社債
その他

－
－

11,397
－

11,397
－
－

5,681
－

5,681
17,078

－
－

11,435
－

11,435
－
－

5,642
－

5,642
17,077

－
－
38
－
38
－
－

△38
－

△38
△0

　２．満期保有目的の債券（2019年３月31日現在）

(株主資本等変動計算書関係)
　自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取り１千株による増加であります。
　　２．普通株式の自己株式の株式数の減少２千株は、ストック・オプションの権利行使による譲渡２千株及び単元未満株式の買

増請求に基づく売渡し０千株による減少であります。

(有価証券関係 )
　　貸借対照表の「国債」「地方債」「社債」「株式」「その他の証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
　１．売買目的有価証券（2019年３月31日現在）

11．有形固定資産の減価償却累計額
12．有形固定資産の圧縮記帳額
13.「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当社の保証債務の額
は16,078百万円であります。

14．関係会社に対する金銭債権総額
15．関係会社に対する金銭債務総額

(損益計算書関係)
１．関係会社との取引による収益
　　　資金運用取引に係る収益総額
　　　役務取引等に係る収益総額
　　　その他業務・その他経常取引に係る収益総額
　　関係会社との取引による費用
　　　資金調達取引に係る費用総額
　　　役務取引等に係る費用総額
　　　その他業務・その他経常取引に係る費用総額

44,686百万円
1,352百万円

20,986百万円
26,031百万円

648百万円
 923百万円
73百万円

１百万円
1,017百万円
 2,887百万円

２．以下の資産について減損損失274百万円を計上しております。

　これらの資産は、継続的な地価の下落、営業キャッシュ・フローの低下及び売却の意思決定を受けて、資産グループの
帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。営業用店舗については
管理会計上の最小区分である営業店単位をグルーピング単位とし、遊休資産については各資産単位をグルーピング単位と
しております。また、本店、事務センター、研修所、社宅等については共用資産としております。
　減損損失の測定に使用している回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い価額としております。正味売
却価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は将来キャッシュ・フロー見積額を7.6％で割
り引いて算定しております。

岐阜県内

滋賀県内

用　　途場　　所

営業店舗４か所

営業店舗１か所

減　損　損　失
 272 百万円  

（うち土地  　　　　 　 219 百万円）
（うち建物　　　　　　　48百万円）
（うち動産等  　　　　　   3 百万円）

 0 百万円  
（うち土地  　　　　 　　  0 百万円）
（うち建物     　　　　　　0百万円）
（うち動産　  　　　　　　0百万円）

 1 百万円

種　　類

土地、建物及び動産等

土地、建物及び動産

土地遊休資産等３か所岐阜県内
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　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証
券」には含めておりません。

　　（売却の理由）私募債の買入消却であります。

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券

７．減損処理を行った有価証券
　　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取
得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時
価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損失として処理（以下、「減損処理」という。）
しております。
　　当事業年度における減損処理額は、株式948百万円であります。
　　なお、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に著しい下落があったものとしておりますが、減損処理にあたっ
ては、当事業年度末における時価が取得原価に比べて50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30％から50％下
落した場合には、回復の可能性を考慮して必要と認めた額について減損処理を行っております。

６．当事業年度中に売却したその他有価証券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

貸借対照表計上額（百万円）

合　計

3,894
6,174
2,219
3,954
10,068

株式
その他
　外国証券
　その他の証券

売却額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

合　計

売却益の合計額（百万円）
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

11,608
339,739
101,078
76,921
161,738
86,800
79,771
7,029

438,148

2,838
4,458
464
34

3,959
820
5

815
8,117

1,034
291
160
122
8

3,923
3,923
－

5,249

　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社・子法人
等株式及び出資金」には含めておりません。

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められる子会社・子法人等株式及び出資金

　３．子会社・子法人等株式及び出資金（2019年３月31日現在）

　４．その他有価証券（2019年３月31日現在）

貸借対照表計上額（百万円） 差額
（百万円）

合　計

時価
（百万円）

子会社・子法人等株式及び出資金 －
－

－
－

－
－

５．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

売却原価（百万円） 売却損益（百万円）

合　計

売却額（百万円）

社債 300
300

301
301

1
1

貸借対照表計上額（百万円）

合　計
3,007
3,007

子会社・子法人等株式及び出資金

貸借対照表
計上額（百万円）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

差額
（百万円）種　類

小　計

合　計

取得原価
（百万円）

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

小　計

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

101,825
787,567
91,269
388,079
308,217
85,747
56,145
29,601
975,140
9,258
76,274

－
41,199
35,075
148,006
104,157
43,849
233,540
1,208,680

43,066
777,898
88,813
384,931
304,153
82,694
54,917
27,776
903,659
10,449
76,337

－
41,231
35,106
151,560
105,618
45,942
238,347
1,142,006

58,759
9,669
2,455
3,148
4,064
3,052
1,228
1,824
71,481
△1,190
△62
－

△32
△30

△3,554
△1,460
△2,093
△4,807
66,673
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　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「その他有価証
券」には含めておりません。

　　（売却の理由）私募債の買入消却であります。

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券

７．減損処理を行った有価証券
　　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取
得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時
価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損失として処理（以下、「減損処理」という。）
しております。
　　当事業年度における減損処理額は、株式948百万円であります。
　　なお、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に著しい下落があったものとしておりますが、減損処理にあたっ
ては、当事業年度末における時価が取得原価に比べて50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30％から50％下
落した場合には、回復の可能性を考慮して必要と認めた額について減損処理を行っております。

６．当事業年度中に売却したその他有価証券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

貸借対照表計上額（百万円）

合　計

3,894
6,174
2,219
3,954
10,068

株式
その他
　外国証券
　その他の証券

売却額（百万円） 売却損の合計額（百万円）

合　計

売却益の合計額（百万円）
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

11,608
339,739
101,078
76,921
161,738
86,800
79,771
7,029

438,148

2,838
4,458
464
34

3,959
820
5

815
8,117

1,034
291
160
122
8

3,923
3,923
－

5,249

　　これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、上表の「子会社・子法人
等株式及び出資金」には含めておりません。

　（注）時価を把握することが極めて困難と認められる子会社・子法人等株式及び出資金

　３．子会社・子法人等株式及び出資金（2019年３月31日現在）

　４．その他有価証券（2019年３月31日現在）

貸借対照表計上額（百万円） 差額
（百万円）

合　計

時価
（百万円）

子会社・子法人等株式及び出資金 －
－

－
－

－
－

５．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

売却原価（百万円） 売却損益（百万円）

合　計

売却額（百万円）

社債 300
300

301
301

1
1

貸借対照表計上額（百万円）

合　計
3,007
3,007

子会社・子法人等株式及び出資金

貸借対照表
計上額（百万円）

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

差額
（百万円）種　類

小　計

合　計

取得原価
（百万円）

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

小　計

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

101,825
787,567
91,269
388,079
308,217
85,747
56,145
29,601
975,140
9,258
76,274

－
41,199
35,075
148,006
104,157
43,849
233,540
1,208,680

43,066
777,898
88,813
384,931
304,153
82,694
54,917
27,776
903,659
10,449
76,337

－
41,231
35,106
151,560
105,618
45,942
238,347
1,142,006

58,759
9,669
2,455
3,148
4,064
3,052
1,228
1,824
71,481
△1,190
△62
－

△32
△30

△3,554
△1,460
△2,093
△4,807
66,673
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 （2018年4月1日から2019年3月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当

　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

４６，７７３

－
４６，７７３

３７，８３４
　

　
　
　
　
　

－
３７，８３４

１５７，９９２
　

△２，９２４

６，８６１

　
△０
１７６
　

４，１１１
１６２，１０４

△２１６
　

　
△４
９

　
　
４

△２１１

２４２，３８４
　

△２，９２４

６，８６１

△４
８

１７６

４，１１６
２４６，５００

４９，４８８
　
　
　
　
　
　

△１，７８２

△１，７８２
４７，７０６

７，１８６
　
　
　
　
　
　

△２，２１１

△２，２１１
４，９７４

２，６８０
　
　
　
　
　
　

△１７６

△１７６
２，５０４

５５，９１７
　

△４，１６３

△４，１６３
５１，７５３

１３３
　
　
　
　
　
　

２０

２０
１５３

１０，７９４
　
　
　
　
　
　

４７４

４７４
１１，２６８

３０９，２２９
　

△２，９２４

６，８６１

△４
８

１７６

△３，６６８

４４７
３０９，６７６

資本金

その他
有価証券
評価差額金

その他の
包括利益
累計額合計

資本剰余金 利益剰余金 自己株式

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

△３，４３８
　
　
　
　
　
　

６

６
△３，４３１

退職給付に係る
調整累計額

株主資本合計

新株
予約権

非支配株主
持分

純資産
合計

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当

　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）

連結株主資本等変動計算書

16

(金銭の信託関係)
１．運用目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。
３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

(税効果会計関係 )
　  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。
　　　繰延税金資産
　　　　貸倒引当金
　　　　有価証券評価損
　　　　減価償却超過額
　　　　賞与引当金
　　　　退職給付引当金
　　　　その他
　　　繰延税金資産小計
　　　評価性引当額
　　　繰延税金資産合計
　　　繰延税金負債
　　　　その他有価証券評価差額金
　　　　その他
　　　繰延税金負債合計
　　　繰延税金資産の純額（△は負債）

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額
１株当たりの当期純利益金額
潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　

　

 4,177
1,529
　1,070
469
 241
1,778
9,266

　  　△  2,285
6,980

△19,345
△  2,138
△21,483
△14,503

百万円

百万円

6,908円34銭
 157円85銭
157円66銭

貸借対照表計上額（百万円） 当事業年度の損益に含まれた
評価差額（百万円）

運用目的の金銭の信託 3,000 －
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 （2018年4月1日から2019年3月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当

　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

４６，７７３

－
４６，７７３

３７，８３４
　

　
　
　
　
　

－
３７，８３４

１５７，９９２
　

△２，９２４

６，８６１

　
△０
１７６
　

４，１１１
１６２，１０４

△２１６
　

　
△４
９

　
　
４

△２１１

２４２，３８４
　

△２，９２４

６，８６１

△４
８

１７６

４，１１６
２４６，５００

４９，４８８
　
　
　
　
　
　

△１，７８２

△１，７８２
４７，７０６

７，１８６
　
　
　
　
　
　

△２，２１１

△２，２１１
４，９７４

２，６８０
　
　
　
　
　
　

△１７６

△１７６
２，５０４

５５，９１７
　

△４，１６３

△４，１６３
５１，７５３

１３３
　
　
　
　
　
　

２０

２０
１５３

１０，７９４
　
　
　
　
　
　

４７４

４７４
１１，２６８

３０９，２２９
　

△２，９２４

６，８６１

△４
８

１７６

△３，６６８

４４７
３０９，６７６

資本金

その他
有価証券
評価差額金

その他の
包括利益
累計額合計

資本剰余金 利益剰余金 自己株式

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

△３，４３８
　
　
　
　
　
　

６

６
△３，４３１

退職給付に係る
調整累計額

株主資本合計

新株
予約権

非支配株主
持分

純資産
合計

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）

当期首残高
当期変動額
　剰余金の配当

　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩

当期変動額合計
当期末残高

　親会社株主に帰属する
　当期純利益

　株主資本以外の項目の
　当期変動額（純額）

連結株主資本等変動計算書
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(金銭の信託関係)
１．運用目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。
３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

(税効果会計関係 )
　  繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。
　　　繰延税金資産
　　　　貸倒引当金
　　　　有価証券評価損
　　　　減価償却超過額
　　　　賞与引当金
　　　　退職給付引当金
　　　　その他
　　　繰延税金資産小計
　　　評価性引当額
　　　繰延税金資産合計
　　　繰延税金負債
　　　　その他有価証券評価差額金
　　　　その他
　　　繰延税金負債合計
　　　繰延税金資産の純額（△は負債）

（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額
１株当たりの当期純利益金額
潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　

　

 4,177
1,529
　1,070
469
 241
1,778
9,266

　  　△  2,285
6,980

△19,345
△  2,138
△21,483
△14,503

百万円

百万円

6,908円34銭
 157円85銭
157円66銭

貸借対照表計上額（百万円） 当事業年度の損益に含まれた
評価差額（百万円）

運用目的の金銭の信託 3,000 －
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５．のれんの償却に関する事項
　　該当事項はありません。

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
　（1）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券については
原則として連結決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握する
ことが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。

　　　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。
　（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時価法
により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
　（1）有形固定資産（リース資産を除く）
　　　当社の有形固定資産は、定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）
を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　　建　物　　３年～ 60年
　　　その他　　３年～ 20年
　　　連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定率法により償却
しております。

　（2）無形固定資産（リース資産を除く）
　　　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当社並びに連結される
子会社及び子法人等で定める利用可能期間（主として５年）に基づいて償却しております。また、一部の連結される子会
社及び子法人等で市場販売目的のソフトウェアについて、会社で定める有効期間に基づいて償却しております。

　（3）リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、リース期間
を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決めがある
ものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

５．繰延資産の処理方法
　　社債発行費は資産として計上し、社債の償還期間にわたり定額法により償却しております。
６．貸倒引当金の計上基準
　　当社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行
等監査特別委員会報告第４号　平成24年７月４日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、一
定の種類毎に分類し、過去の一定期間における各々の貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。破綻
懸念先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その
残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、
担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。特定海外債権については、対象
国の政治経済情勢等に起因して生ずる損失見込額を特定海外債権引当勘定として計上しております。

会計方針に関する事項

※子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいております。
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

１．連結の範囲に関する事項
　（1）連結される子会社及び子法人等　　　10社
　　　主要な会社名
　　　　共友リース株式会社
　　　　共立コンピューターサービス株式会社
　　　　株式会社ＯＫＢ総研
　　　なお、ＯＫＢ証券設立準備株式会社は、新規設立により当連結会計年度から連結しております。
　（2）非連結の子会社及び子法人等
　　　　OKB Consulting Vietnam Co., Ltd.
　　　　大垣共立アグリビジネス１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立ソフトピアジャパン入居企業支援１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立事業承継１号投資事業有限責任組合
　　　　　非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）

及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営
成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
　（1）持分法適用の非連結の子会社及び子法人等
　　　　該当事項はありません。
　（2）持分法適用の関連法人等
　　　　該当事項はありません。
　（3）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等
　　　　OKB Consulting Vietnam Co., Ltd.
　　　　大垣共立アグリビジネス１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立ソフトピアジャパン入居企業支援１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立事業承継１号投資事業有限責任組合
　　　　　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及

びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に重要な影響を
与えないため、持分法の対象から除いております。

　（4）持分法非適用の関連法人等
　　　　該当事項はありません。
３．連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項
　　　連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。
　　　　３月末日　　　　10社
４．開示対象特別目的会社に関する事項
　（1）開示対象特別目的会社の概要及び開示対象特別目的会社を利用した取引の概要
　　　　該当事項はありません。
　（2）当連結会計年度における開示対象特別目的会社との取引金額等
　　　　該当事項はありません。

連結注記表

連結計算書類の作成方針
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５．のれんの償却に関する事項
　　該当事項はありません。

１．商品有価証券の評価基準及び評価方法
　　商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は移動平均法により算定）により行っております。
２．有価証券の評価基準及び評価方法
　（1）有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券については
原則として連結決算日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし時価を把握する
ことが極めて困難と認められるものについては移動平均法による原価法により行っております。

　　　なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。
　（2）有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時価法
により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
　　デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。
４．固定資産の減価償却の方法
　（1）有形固定資産（リース資産を除く）
　　　当社の有形固定資産は、定率法（ただし、2016年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）
を採用しております。また、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　　建　物　　３年～ 60年
　　　その他　　３年～ 20年
　　　連結される子会社及び子法人等の有形固定資産については、資産の見積耐用年数に基づき、主として定率法により償却
しております。

　（2）無形固定資産（リース資産を除く）
　　　無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当社並びに連結される
子会社及び子法人等で定める利用可能期間（主として５年）に基づいて償却しております。また、一部の連結される子会
社及び子法人等で市場販売目的のソフトウェアについて、会社で定める有効期間に基づいて償却しております。

　（3）リース資産
　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、リース期間
を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決めがある
ものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

５．繰延資産の処理方法
　　社債発行費は資産として計上し、社債の償還期間にわたり定額法により償却しております。
６．貸倒引当金の計上基準
　　当社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。
　　「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針」（日本公認会計士協会銀行
等監査特別委員会報告第４号　平成24年７月４日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、一
定の種類毎に分類し、過去の一定期間における各々の貸倒実績から算出した貸倒実績率等に基づき計上しております。破綻
懸念先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その
残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、
担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。特定海外債権については、対象
国の政治経済情勢等に起因して生ずる損失見込額を特定海外債権引当勘定として計上しております。

会計方針に関する事項

※子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいております。
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

１．連結の範囲に関する事項
　（1）連結される子会社及び子法人等　　　10社
　　　主要な会社名
　　　　共友リース株式会社
　　　　共立コンピューターサービス株式会社
　　　　株式会社ＯＫＢ総研
　　　なお、ＯＫＢ証券設立準備株式会社は、新規設立により当連結会計年度から連結しております。
　（2）非連結の子会社及び子法人等
　　　　OKB Consulting Vietnam Co., Ltd.
　　　　大垣共立アグリビジネス１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立ソフトピアジャパン入居企業支援１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立事業承継１号投資事業有限責任組合
　　　　　非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）

及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営
成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項
　（1）持分法適用の非連結の子会社及び子法人等
　　　　該当事項はありません。
　（2）持分法適用の関連法人等
　　　　該当事項はありません。
　（3）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等
　　　　OKB Consulting Vietnam Co., Ltd.
　　　　大垣共立アグリビジネス１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立ソフトピアジャパン入居企業支援１号投資事業有限責任組合
　　　　大垣共立事業承継１号投資事業有限責任組合
　　　　　持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及

びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に重要な影響を
与えないため、持分法の対象から除いております。

　（4）持分法非適用の関連法人等
　　　　該当事項はありません。
３．連結される子会社及び子法人等の事業年度等に関する事項
　　　連結される子会社及び子法人等の決算日は次のとおりであります。
　　　　３月末日　　　　10社
４．開示対象特別目的会社に関する事項
　（1）開示対象特別目的会社の概要及び開示対象特別目的会社を利用した取引の概要
　　　　該当事項はありません。
　（2）当連結会計年度における開示対象特別目的会社との取引金額等
　　　　該当事項はありません。

連結注記表

連結計算書類の作成方針
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15．重要なヘッジ会計の方法
　（1）金利リスク・ヘッジ
　　　当社の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に
関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号 　平成14年２月13日。以下「業
種別監査委員会報告第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、キャッシュ・フ
ローを固定するヘッジについて、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関関係の検証により行っております。

　　　なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。
　　　連結される子会社及び子法人等のヘッジ会計の方法は、金利スワップの特例処理を行っております。
　（2）為替変動リスク・ヘッジ
　　　当社の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等
の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号　平成14年７月29
日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する
目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合
うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することにより行っております。

16．消費税等の会計処理
　　当社並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号　平成 30 年３月 30 日　企業会計基準委員会）及び「収益認識に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30号　平成 30年３月 30日　企業会計基準委員会）
　（1）概要
　　　国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計基準
の開発を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいては
Topic606）を公表しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15
日より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的な会
計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたものです。

　　　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性を図る
便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発点とし、会計
基準を定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合には、比較可能性を
損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされております。

　（2）適用予定日
　　　2022年３月期の期首から適用します。
　（3）当該会計基準等の適用による影響
　　　「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結計算書類に与える影響額については、現時点で評価中であります。

未適用の会計基準等

　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署
が査定結果を監査しております。
　　連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、
貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。
７．投資損失引当金の計上基準
　　投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額を
計上しております。
８．賞与引当金の計上基準
　　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属
する額を計上しております。
９．役員退職慰労引当金の計上基準
　　連結される子会社及び子法人等の役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職
慰労金の支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。
10．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に
応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。
11．ポイント引当金の計上基準
　　ポイント引当金は、ポイント制サービス「サンクスポイント・プレゼント」におけるサンクスポイントが将来費消された
場合の負担に備えるため、当連結会計年度末において将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上
しております。
　　一部の連結される子会社及び子法人等が発行するクレジットカードの利用により付与したポイントが、将来費消された場
合の負担に備えるため、将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。
12．退職給付に係る会計処理の方法
　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式
基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。
　 　過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５年）による定額法により損益処理
　 　数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（14年）による定額法により
　　　　　　　　　　　 按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理
　　なお、一部の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当期末
自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
13．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　当社の外貨建資産・負債は、主として連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。
　　連結される子会社及び子法人等の外貨建資産・負債については、それぞれの決算日等の為替相場により換算しております。
14．リース取引の収益・費用の計上基準
　　連結される子会社及び子法人等のファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース料受取時に
売上高と売上原価を計上する方法によっております。
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15．重要なヘッジ会計の方法
　（1）金利リスク・ヘッジ
　　　当社の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に
関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第24号 　平成14年２月13日。以下「業
種別監査委員会報告第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、キャッシュ・フ
ローを固定するヘッジについて、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相関関係の検証により行っております。

　　　なお、一部の資産・負債については、金利スワップの特例処理を行っております。
　　　連結される子会社及び子法人等のヘッジ会計の方法は、金利スワップの特例処理を行っております。
　（2）為替変動リスク・ヘッジ
　　　当社の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等
の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第25号　平成14年７月29
日）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価は、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する
目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合
うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することにより行っております。

16．消費税等の会計処理
　　当社並びに連結される子会社及び子法人等の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号　平成 30 年３月 30 日　企業会計基準委員会）及び「収益認識に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 30号　平成 30年３月 30日　企業会計基準委員会）
　（1）概要
　　　国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計基準
の開発を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいては
Topic606）を公表しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15
日より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的な会
計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたものです。

　　　企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性を図る
便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発点とし、会計
基準を定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合には、比較可能性を
損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされております。

　（2）適用予定日
　　　2022年３月期の期首から適用します。
　（3）当該会計基準等の適用による影響
　　　「収益認識に関する会計基準」等の適用による連結計算書類に与える影響額については、現時点で評価中であります。

未適用の会計基準等

　　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署
が査定結果を監査しております。
　　連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、
貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。
７．投資損失引当金の計上基準
　　投資損失引当金は、投資に対する損失に備えるため、有価証券の発行会社の財政状態等を勘案して必要と認められる額を
計上しております。
８．賞与引当金の計上基準
　　賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属
する額を計上しております。
９．役員退職慰労引当金の計上基準
　　連結される子会社及び子法人等の役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職
慰労金の支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上しております。
10．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
　　睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請求に
応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。
11．ポイント引当金の計上基準
　　ポイント引当金は、ポイント制サービス「サンクスポイント・プレゼント」におけるサンクスポイントが将来費消された
場合の負担に備えるため、当連結会計年度末において将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上
しております。
　　一部の連結される子会社及び子法人等が発行するクレジットカードの利用により付与したポイントが、将来費消された場
合の負担に備えるため、将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる額を計上しております。
12．退職給付に係る会計処理の方法
　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式
基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。
　 　過去勤務費用：その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（５年）による定額法により損益処理
　 　数理計算上の差異：各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（14年）による定額法により
　　　　　　　　　　　 按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理
　　なお、一部の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当期末
自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
13．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　　当社の外貨建資産・負債は、主として連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。
　　連結される子会社及び子法人等の外貨建資産・負債については、それぞれの決算日等の為替相場により換算しております。
14．リース取引の収益・費用の計上基準
　　連結される子会社及び子法人等のファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース料受取時に
売上高と売上原価を計上する方法によっております。
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８．現先取引により受け入れている有価証券のうち、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有する有価証
券で、当連結会計年度末に当該処分をせずに所有している有価証券は73百万円であります。
９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定
された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係
る融資未実行残高は、1,372,792百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消
可能なものが1,317,309百万円あります。
　　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当社並び
に連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くに
は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当社並びに連結される子会社及び子法人等が実行申
し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時におい
て必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況
等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
10．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、当社の事業用の土地の再評価を行い、評価
差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除し
た金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日　　1998年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法

　　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価
後の帳簿価額の合計額との差額　　　　 　　 7,025百万円
11．有形固定資産の減価償却累計額　　　　　 52,270百万円
12．有形固定資産の圧縮記帳額　　　　　　　　1,500百万円
13．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は
16,078百万円であります。

（連結損益計算書関係）
１．その他の経常収益には、リース業に係る収益34,349百万円を含んでおります。
２．その他の経常費用には、リース業に係る費用32,246百万円を含んでおります。
３．以下の資産について減損損失274百万円を計上しております。

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119
号）第２条第４号に定める地価税の課税価格計算の基礎となる土地の
価額に時点修正等、合理的な調整を行って算出。

滋賀県内

岐阜県内

用　　途場　　所

営業店舗１か所

営業店舗 4か所

減　損　損　失

 272 百万円  
（うち土地　　　　 　 219 百万円）
（うち建物　　　　　　 48 百万円）
（うち動産等　　　　   　3百万円）

 0 百万円  
（うち土地　　　　 　  　0百万円）
（うち建物　    　　　　  0 百万円）
（うち動産　　   　　　　0百万円）

1百万円  

種　　類

土地、建物及び動産

土地、建物及び動産等

土地遊休資産等３か所岐阜県内

（連結貸借対照表関係）
１．関係会社の株式及び出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の株式及び出資金を除く）204百万円
２．貸出金のうち、破綻先債権額は3,537百万円、延滞債権額は45,678百万円であります。
　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立
て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不
計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由
又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的とし
て利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は21百万円であります。
　　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債
権及び延滞債権に該当しないものであります。
４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は12,477百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権
に該当しないものであります。
５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は61,716百万円であります。
　　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
６．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形
及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、
17,052百万円であります。
７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　　担保に供している資産
　　　　現金預け金
　　　　有価証券
　　　　リース債権及びリース投資資産
　　　　その他資産
　　　担保資産に対応する債務
　　　　預金
　　　　売現先勘定　
　　　　債券貸借取引受入担保金
　　　　借用金
　　　　支払承諾
　　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券1,544百万円及び商品有価証券
104百万円を差し入れております。また、その他資産には、先物取引差入証拠金197百万円、中央清算機関差入証拠金
40,000百万円、保証金657百万円及び敷金718百万円が含まれております。
　　なお、手形の再割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しておりますが、当連結会計年度末に
おいて該当するものはありません。

注記事項

 91百万円
 334,643百万円
 1,015百万円
448百万円

27,536百万円
33,774百万円
 77,299百万円
151,359百万円

83百万円
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８．現先取引により受け入れている有価証券のうち、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有する有価証
券で、当連結会計年度末に当該処分をせずに所有している有価証券は73百万円であります。
９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規定
された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係
る融資未実行残高は、1,372,792百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取消
可能なものが1,317,309百万円あります。
　　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当社並び
に連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くに
は、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、当社並びに連結される子会社及び子法人等が実行申
し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時におい
て必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている社内手続に基づき顧客の業況
等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
10．土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、当社の事業用の土地の再評価を行い、評価
差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除し
た金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日　　1998年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法

　　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価
後の帳簿価額の合計額との差額　　　　 　　 7,025百万円
11．有形固定資産の減価償却累計額　　　　　 52,270百万円
12．有形固定資産の圧縮記帳額　　　　　　　　1,500百万円
13．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は
16,078百万円であります。

（連結損益計算書関係）
１．その他の経常収益には、リース業に係る収益34,349百万円を含んでおります。
２．その他の経常費用には、リース業に係る費用32,246百万円を含んでおります。
３．以下の資産について減損損失274百万円を計上しております。

土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119
号）第２条第４号に定める地価税の課税価格計算の基礎となる土地の
価額に時点修正等、合理的な調整を行って算出。

滋賀県内

岐阜県内

用　　途場　　所

営業店舗１か所

営業店舗 4か所

減　損　損　失

 272 百万円  
（うち土地　　　　 　 219 百万円）
（うち建物　　　　　　 48 百万円）
（うち動産等　　　　   　3百万円）

 0 百万円  
（うち土地　　　　 　  　0百万円）
（うち建物　    　　　　  0 百万円）
（うち動産　　   　　　　0百万円）

1百万円  

種　　類

土地、建物及び動産

土地、建物及び動産等

土地遊休資産等３か所岐阜県内

（連結貸借対照表関係）
１．関係会社の株式及び出資金総額（連結子会社及び連結子法人等の株式及び出資金を除く）204百万円
２．貸出金のうち、破綻先債権額は3,537百万円、延滞債権額は45,678百万円であります。
　　なお、破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立
て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（貸倒償却を行った部分を除く。以下「未収利息不
計上貸出金」という。）のうち、法人税法施行令（昭和40年政令第97号）第96条第１項第３号イからホまでに掲げる事由
又は同項第４号に規定する事由が生じている貸出金であります。
　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸出金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的とし
て利息の支払を猶予した貸出金以外の貸出金であります。
３．貸出金のうち、３カ月以上延滞債権額は21百万円であります。
　　なお、３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３月以上遅延している貸出金で破綻先債
権及び延滞債権に該当しないものであります。
４．貸出金のうち、貸出条件緩和債権額は12,477百万円であります。
　　なお、貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破綻先債権、延滞債権及び３カ月以上延滞債権
に該当しないものであります。
５．破綻先債権額、延滞債権額、３カ月以上延滞債権額及び貸出条件緩和債権額の合計額は61,716百万円であります。
　　なお、上記２．から５．に掲げた債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。
６．手形割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形
及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、
17,052百万円であります。
７．担保に供している資産は次のとおりであります。
　　　担保に供している資産
　　　　現金預け金
　　　　有価証券
　　　　リース債権及びリース投資資産
　　　　その他資産
　　　担保資産に対応する債務
　　　　預金
　　　　売現先勘定　
　　　　債券貸借取引受入担保金
　　　　借用金
　　　　支払承諾
　　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券1,544百万円及び商品有価証券
104百万円を差し入れております。また、その他資産には、先物取引差入証拠金197百万円、中央清算機関差入証拠金
40,000百万円、保証金657百万円及び敷金718百万円が含まれております。
　　なお、手形の再割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理しておりますが、当連結会計年度末に
おいて該当するものはありません。

注記事項

 91百万円
 334,643百万円
 1,015百万円
448百万円

27,536百万円
33,774百万円
 77,299百万円
151,359百万円

83百万円



４．2019年６月19日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しております。
 （1）配当金の総額
 （2）１株当たり配当額
 （3）基準日
 （4）効力発生日
　なお、配当原資は、利益剰余金とする予定であります。

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
 （1）金融商品に対する取組方針
　　　当社グループは、当社、連結子会社10社で構成され、銀行業務を中心に、リース業務のほか、クレジットカード業務
などの金融サービスに係る事業を行っております。

　　　当社では、事業性及び消費性の貸出を行ったり、有価証券及び短期の資金運用を行っております。これらは、主に地
域の皆さまからお預りした預金を原資としておりますが、借入金等で資金調達もしております。連結子会社では、銀行
借入による資金調達を行っております。

　　　このように主として金利変動を伴う金融資産及び金融負債を有しているため、金利変動等による不利な影響が生じな
いように資産及び負債の総合管理（ＡＬＭ）を実施しております。

　　　なお、お客さまの為替や金利等に係るヘッジニーズに対応するため、また、当社自身のリスクコントロール等を目的
としてデリバティブ取引を利用しているほか、短期での収益増強を目的とするトレーディング取引にも、デリバティブ
取引を利用しております。

 （2）金融商品の内容及びそのリスク
　　　当社が保有する金融資産は、主として国内の取引先及び個人に対する貸出金であり、契約不履行によってもたらされる
信用リスクを有しております。

　　　当連結会計年度末における貸出金のうち、大部分は東海三県（愛知・岐阜・三重）に所在する店舗の貸出金であり、当
地の経済環境等の状況の変化により、契約条件に従った債務履行がなされない可能性があります。

　　　当社は、国債・地方債等の債券及び上場株式等の有価証券を資金運用の一環として保有しております。これらは、発行
体の信用リスク、金利リスク及び市場リスクを有しております。

　　　貸出や有価証券等による資金運用と預金等による資金調達は、金利又は期間のミスマッチを生ずる可能性のあること、
予期せぬ資金の流出により必要な資金確保が困難になること、通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされる
こと等の流動性リスクを有しております。

　　　当社は、外貨建の資産及び負債を保有しておりますが、これらは為替リスクを有しております。
　　　当社が利用しているデリバティブ取引は、金利関連では金利先物取引・金利スワップ取引、金利オプション取引、通貨
関連では、通貨スワップ取引、先物外国為替取引・通貨オプション取引、有価証券関連では、債券先物取引・債券先物オ
プション取引・株式先物取引等であります。

　　　お客さまとの取引においては、金利スワップ取引・金利オプション取引・通貨スワップ取引・先物外国為替取引・通貨
オプション取引を利用しております。

　　　有価証券投資においては、価格変動リスクの回避等を目的として、債券先物取引・債券先物オプション取引・株式先物
取引を利用しております。

　　　外貨建有価証券投資においては、金利・為替リスク及び流動性リスクを回避するために、金利・通貨スワップ取引を利
用しております。

23 24

1,462百万円
35円

2019年３月31日
2019年６月20日

　　　これらの資産は、継続的な地価の下落、営業キャッシュ・フローの低下及び売却の意思決定を受けて、資産グループの
帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。営業用店舗については
管理会計上の最小区分である営業店単位をグルーピング単位とし、遊休資産については各資産単位をグルーピング単位と
しております。また、本店、事務センター、研修所、社宅等については共用資産としております。

　　　減損損失の測定に使用している回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い価額としております。正味売
却価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は将来キャッシュ・フロー見積額を7.6％で割
り引いて算定しております。

（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

３．配当に関する事項
　　当連結会計年度中の配当金支払額

発行済株式
　　普通株式　
　　合　計
自己株式
　　普通株式
　　合　計

当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数

当連結会計年度
増加株式数

 
41,831
41,831

58
58

 
－
－

１
１

 
－
－

２
２

 
41,831
41,831

57
57

 

( 注）

摘　要

（単位：千株）

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取り１千株による増加であります。また、普通株式の
自己株式の株式数の減少２千株は、ストック・オプションの権利行使による譲渡２千株及び単元未満株式の買増請求に
基づく売渡し０千株による減少であります。

新株予約権
の内訳

ストック・
オプション
としての
新株予約権

区分

当社

合計

当連結
会計年度
期首

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結
会計年度
増加

当連結
会計年度
減少

当連結
会計年度末

新株予約
権の目的
となる株
式の種類

当連結
会計年度末
残高

（百万円）

153－

－ 153

摘要

2018年６月20日
定時株主総会
2018年11月12日
取締役会

決　議 株式の種類

普通株式

普通株式

1,462 百万円

1,462 百万円

35円00銭

35円00銭

2018年３月31日

2018年９月30日

2018年６月21日

2018年12月10日

配当金の総額 １株当たり配当額 基　準　日 効力発生日



４．2019年６月19日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案しております。
 （1）配当金の総額
 （2）１株当たり配当額
 （3）基準日
 （4）効力発生日
　なお、配当原資は、利益剰余金とする予定であります。

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
 （1）金融商品に対する取組方針
　　　当社グループは、当社、連結子会社10社で構成され、銀行業務を中心に、リース業務のほか、クレジットカード業務
などの金融サービスに係る事業を行っております。

　　　当社では、事業性及び消費性の貸出を行ったり、有価証券及び短期の資金運用を行っております。これらは、主に地
域の皆さまからお預りした預金を原資としておりますが、借入金等で資金調達もしております。連結子会社では、銀行
借入による資金調達を行っております。

　　　このように主として金利変動を伴う金融資産及び金融負債を有しているため、金利変動等による不利な影響が生じな
いように資産及び負債の総合管理（ＡＬＭ）を実施しております。

　　　なお、お客さまの為替や金利等に係るヘッジニーズに対応するため、また、当社自身のリスクコントロール等を目的
としてデリバティブ取引を利用しているほか、短期での収益増強を目的とするトレーディング取引にも、デリバティブ
取引を利用しております。

 （2）金融商品の内容及びそのリスク
　　　当社が保有する金融資産は、主として国内の取引先及び個人に対する貸出金であり、契約不履行によってもたらされる
信用リスクを有しております。

　　　当連結会計年度末における貸出金のうち、大部分は東海三県（愛知・岐阜・三重）に所在する店舗の貸出金であり、当
地の経済環境等の状況の変化により、契約条件に従った債務履行がなされない可能性があります。

　　　当社は、国債・地方債等の債券及び上場株式等の有価証券を資金運用の一環として保有しております。これらは、発行
体の信用リスク、金利リスク及び市場リスクを有しております。

　　　貸出や有価証券等による資金運用と預金等による資金調達は、金利又は期間のミスマッチを生ずる可能性のあること、
予期せぬ資金の流出により必要な資金確保が困難になること、通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされる
こと等の流動性リスクを有しております。

　　　当社は、外貨建の資産及び負債を保有しておりますが、これらは為替リスクを有しております。
　　　当社が利用しているデリバティブ取引は、金利関連では金利先物取引・金利スワップ取引、金利オプション取引、通貨
関連では、通貨スワップ取引、先物外国為替取引・通貨オプション取引、有価証券関連では、債券先物取引・債券先物オ
プション取引・株式先物取引等であります。

　　　お客さまとの取引においては、金利スワップ取引・金利オプション取引・通貨スワップ取引・先物外国為替取引・通貨
オプション取引を利用しております。

　　　有価証券投資においては、価格変動リスクの回避等を目的として、債券先物取引・債券先物オプション取引・株式先物
取引を利用しております。

　　　外貨建有価証券投資においては、金利・為替リスク及び流動性リスクを回避するために、金利・通貨スワップ取引を利
用しております。
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1,462百万円
35円

2019年３月31日
2019年６月20日

　　　これらの資産は、継続的な地価の下落、営業キャッシュ・フローの低下及び売却の意思決定を受けて、資産グループの
帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。営業用店舗については
管理会計上の最小区分である営業店単位をグルーピング単位とし、遊休資産については各資産単位をグルーピング単位と
しております。また、本店、事務センター、研修所、社宅等については共用資産としております。

　　　減損損失の測定に使用している回収可能価額は、正味売却価額と使用価値のいずれか高い価額としております。正味売
却価額は不動産鑑定評価額から処分費用見込額を控除して算定し、使用価値は将来キャッシュ・フロー見積額を7.6％で割
り引いて算定しております。

（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

３．配当に関する事項
　　当連結会計年度中の配当金支払額

発行済株式
　　普通株式　
　　合　計
自己株式
　　普通株式
　　合　計

当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数

当連結会計年度
増加株式数

 
41,831
41,831

58
58

 
－
－

１
１

 
－
－

２
２

 
41,831
41,831

57
57

 

( 注）

摘　要

（単位：千株）

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、単元未満株式の買取り１千株による増加であります。また、普通株式の
自己株式の株式数の減少２千株は、ストック・オプションの権利行使による譲渡２千株及び単元未満株式の買増請求に
基づく売渡し０千株による減少であります。

新株予約権
の内訳

ストック・
オプション
としての
新株予約権

区分

当社

合計

当連結
会計年度
期首

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結
会計年度
増加

当連結
会計年度
減少

当連結
会計年度末

新株予約
権の目的
となる株
式の種類

当連結
会計年度末
残高

（百万円）

153－

－ 153

摘要

2018年６月20日
定時株主総会
2018年11月12日
取締役会

決　議 株式の種類

普通株式

普通株式

1,462 百万円

1,462 百万円

35円00銭

35円00銭

2018年３月31日

2018年９月30日

2018年６月21日

2018年12月10日

配当金の総額 １株当たり配当額 基　準　日 効力発生日
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 （b）為替リスクの管理
　　　市場リスク管理部門は、為替リスクに関し、必要に応じて、リスク限度額、損失限度額、取引限度額等の各種限度
　　額を設定し、ポジション、損益、リスク等の状況を、日次並びに月次で担当役員等に報告を行うとともに、定期的に、
　　または必要に応じて随時取締役会等へ報告を行っております。
　　 当社では「市場リスク管理規程」に則り、各種の限度額管理等を通してこれらのリスクを適切にコントロールしてお
　　ります。
 （c）価格変動リスクの管理
　　　市場リスク管理部門は、価格変動リスクに関し、必要に応じて、リスク限度額、損失限度額、取引限度額等の各種  
　　限度額を設定し、ポジション、損益、リスク等の状況を、日次並びに月次で担当役員等に報告を行うとともに、定期
　　的に、または必要に応じて随時取締役会等へ報告を行っております。
　　　当社では「市場リスク管理規程」に則り、各種の限度額管理等を通してこれらのリスクを適切にコントロールして
　　おります。
 （d）デリバティブ取引のリスク管理
　　　デリバティブ取引は、市場リスク及び信用リスク等を有しておりますが、市場リスクについては、大部分がヘッジ
　　目的の取引のため、トレーディング取引にほぼ限定されております。
　　　信用リスクについては、取引相手先毎に限度額を設定しリスクの集中を回避しております。
　　　なお、契約先は信用度の高い金融機関、法人であり、リスクは低いものと認識しております。
　　　デリバティブ取引担当部署で、毎日、残高・評価損益等を管理し、リスクの統括管理部署である経営管理部経由、
　　経営陣宛報告が行われております。
　　　短期での収益を目的としたトレーディング取引については、一定の限度額を設定して、リスクが過大とならないよ
　　うに管理しております。
　　　リスク管理は、「市場リスク管理規程」並びに「信用リスク管理規程」に則り行っております。特に、市場リスク
　　については、統括管理機関であるＡＬＭ委員会が総合的に判断し、運営を行っております。
 （e）市場リスクに係る定量的情報
　ア．トレーディング目的の金融商品
　　　当社は、商品有価証券並びに一部のデリバティブ取引をトレーディング目的として保有しておりますが、必要に
　　応じて、リスク限度額、損失限度額、取引限度額等の各種限度額を設定し、ポジション、損益、リスク等の状況を、
　　日次並びに月次で管理しておりますので、これらのリスクは限定的となっているためVaRは算定しておりません。
　イ．トレーディング目的以外の金融商品
　　　当社において、主要なリスク変数である金利リスクと価格変動リスクの影響を受ける主たる金融商品は、有
　　価証券のうちの債券・株式並びに投資信託、貸出金、預金、譲渡性預金、借用金、社債及びデリバティブ取引
　　のうちの金利スワップ取引であります。
　　　当社では、これらの金融資産及び金融負債のVaR算定にあたっては、分散共分散法（保有期間120日、信頼
　　区間99%、観測期間５年間）を採用しております。算定したVaRは金利の変動リスク並びに価格変動リスクの
　　管理にあたっての定量的分析に利用しております。
　　　当連結会計年度末のVaRは、全体で44,281百万円であります。
　　　当社では、モデルが算出するVaRと実際の損益を比較するバックテスティングを実施して、VaRモデルの評
　　価をしており、使用する計測モデルは十分な精度により市場リスクを捕捉しているものと考えております。
　　　VaRは過去の相場変動をベースに統計的に算出した一定の発生確率での市場リスク量を計測しており、通常
　　では考えられないほど市場環境が激変する状況下におけるリスクは捕捉できない場合があります。

　　　また、ＡＬＭでは、金利リスクを回避するために、金利スワップ取引を利用しております。なお、金利スワップ取引の
一部は、個別ヘッジ及び包括ヘッジとして取組み、ヘッジ会計を適用しております。ヘッジの有効性評価につきましては、
業種別監査委員会報告第24号に則して評価しております。また、金利スワップの特例処理については、事前テストにおい
て要件を満たすことを確認しております。

　　　このほか、トレーディング取引において、金利先物取引・債券先物取引・債券先物オプション取引等を利用しておりま
す。

　　　デリバティブ取引は、市場リスク及び信用リスク等を有しております。

 （3）金融商品に係るリスク管理体制
　　　当社は、リスク管理に関する取組方針や組織体制等を定めた「リスク管理方針」や、リスク区分毎に管理手続き等のリ
スク管理に関する取り決めを定めた各種リスク管理規程等に則り、リスクの内容や規模を踏まえた適正かつ有効なリスク
管理体制を整備・確立した上で、リスクと収益のバランスを図りながら適切なリスク管理に努めております。

　　　具体的には、ＡＬＭ委員会等のリスク管理関連の委員会を設置しているほか、各種リスクを統合的に管理する部署やリ
スク区分毎に統括管理部署と所管部署を設置し、これらのリスク管理部門から経営陣に直接リスク状況を定期的及び必要
に応じて随時報告する態勢を整備しております。

　　　ＡＬＭ委員会は毎月開催され、市場リスク、流動性リスク、信用リスクを対象に、これらのリスクを許容範囲内に制御
し収益性の向上を図ることを目的として、有価証券の運用方針や資金繰り方針等を審議し決定しております。

　　　また、他の部署から独立した業務監査部において、リスク管理の適切性や有効性の確認等も行っております。
　Ａ．信用リスクの管理
　　　当社は、「信用リスク管理規程」及び信用リスクに関する諸規定に則り、貸出金について、個別案件毎の与信審査、与信
管理（与信承認条件の履行状況管理、与信実行後の日常的管理、問題債権の管理）、信用格付、与信ポートフォリオ管理
（信用リスクの計量化手法による計測・分析及び与信集中を排除するための限度額管理）を通じて信用リスクを適切にコン
トロールしております。また、信用リスク管理部門として統括管理部署及び所管部署を定め、リスク管理を実施する体制を
整備しております。

　　　これらの与信審査、与信管理は、各営業店のほか審査部により行われ、定期的に、または必要に応じて取締役会、常務会
等を開催し、大口先等の状況について協議・報告を行っております。

　　　また、与信ポートフォリオ管理については、経営管理部により行われ信用リスクの状況に関して定期的に取締役会等へ報
告しております。

　　　これらのリスク管理の状況については、業務監査部が監査しております。
　Ｂ．市場リスクの管理
　　　当社は、「市場リスク管理規程」に則り、各種の限度額管理等を通してこれらのリスクを適切にコントロールしており
ます。また、市場部門（フロントオフィス）から市場リスク管理部門（ミドルオフィス）と事務管理部門（バックオフィ
ス）を分離して、牽制機能が発揮できる組織体制を整備しております。

   （a）金利リスクの管理
　　　市場リスク管理部門は、金利リスクに関し、必要に応じて、リスク限度額、損失限度額、取引限度額等の各種限度額
　　を設定し、ポジション、損益、リスク等の状況を、日次並びに月次で担当役員等に報告を行うとともに、定期的に、ま
　　たは必要に応じて随時取締役会等へ報告を行っております。
　　　当社では「市場リスク管理規程」に則り、各種の限度額管理等を通してこれらのリスクを適切にコントロールしてお
　　ります。
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　　経営陣宛報告が行われております。
　　　短期での収益を目的としたトレーディング取引については、一定の限度額を設定して、リスクが過大とならないよ
　　うに管理しております。
　　　リスク管理は、「市場リスク管理規程」並びに「信用リスク管理規程」に則り行っております。特に、市場リスク
　　については、統括管理機関であるＡＬＭ委員会が総合的に判断し、運営を行っております。
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（注１）金融商品の時価の算定方法
資産
　(1）現金預け金
　　　満期のない預け金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。満期の
ある預け金については、預入期間に基づく区分ごとに、新規に預け金を行った場合に想定される適用金利で割り引いた現
在価値を算定しております。なお、預入期間が短期間（１年以内）のものは、時価が帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額を時価としております。

　(2）有価証券
　　　株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。投資信託は、公表
されている基準価格によっております。

　　　自社保証付私募債は、債券による将来キャッシュ・フロー及び保証による将来キャッシュ・フローと、新規に自社保証
付私募債を発行した場合に想定される適用利率等を用いて、それぞれ現在価値を算定し時価を算出しております。

　　　なお、満期保有目的の債券で時価のあるもの及びその他有価証券で時価のあるものに関する注記事項については、「（有
価証券関係）」に記載しております。

　(3）貸出金
　　　貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なって
いない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、貸
出金の種類及び内部格付ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引いて時価を算
定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価
額を時価としております。

　　　また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価値又は担
保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上
の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価としております。

　　　貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていないものについては、返済
見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としております。

　　　金利スワップの特例処理の対象とした貸出金については、当該デリバティブ取引の時価を含めて記載しております。
負債
　(1）預金
　　　要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期預
金の時価は、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算出しております。その割引率は、新規に預金を受け入
れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似してい
ることから、当該帳簿価額を時価としております。

　（2）譲渡性預金
　　　譲渡性預金の時価は、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算出しております。その割引率は、新規に譲
渡性預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿
価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。

　(3）債券貸借取引受入担保金
　　　債券貸借取引受入担保金については、約定期間が短期間（１年以内）であり、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額を時価としております。

　　　主要なリスク変数である為替リスクの影響を受ける主たる金融商品は、外国為替、有価証券のうちの外貨建債券、外
貨預金及びデリバティブ取引のうちの通貨関連取引でありますが、為替リスクに関しては、必要に応じて、リスク限度
額、損失限度額、取引限度額等の各種限度額を設定し、ポジション、損益、リスク等の状況を、日次並びに月次で管理
しておりますので、これらのリスクは限定的となっておりVaRは算定しておりません。

　Ｃ．流動性リスクの管理
　　　当社では、「流動性リスク管理規程」に則り、保守的な資金繰り運営に努めております。また、不測の事態に備えては「流動性
危機時対応策」を定め、速やかに対応できるよう態勢を整備しております。

 （4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれており
ます。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異
なることもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項
　　2019 年３月 31 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、時価を把握
することが極めて困難と認められる非上場株式等は、次表には含めておりません（（注２）参照）。

（1）現金預け金
（2）有価証券
　　満期保有目的の債券
　　その他有価証券
（3）貸出金
　　貸倒引当金（※１）

資産計
（1）預金
（2）譲渡性預金
（3）債券貸借取引受入担保金
（4）借用金
負債計
デリバティブ取引（※２）
　ヘッジ会計が適用されていないもの
　ヘッジ会計が適用されているもの
デリバティブ取引計

連結貸借対照表計上額 時　価
246,288

23,084
1,210,485
4,113,132
△ 18,555
4,094,576
5,574,435
5,026,306
57,715
77,299
207,895
5,369,216

548 
(13)
534 

246,288

23,185
1,210,485

4,106,361
5,586,320
5,026,769
57,715
77,299
207,897
5,369,682

548 
(13)
534 

－

100
－

11,784
11,885
463
－
－
2

465

－
－
－

差　額
（単位：百万円）

（※１）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（※２）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、
　　 （　）で表示しております。
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（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　　

（注４）借用金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

29 30

現金預け金
有価証券
　満期保有目的の債券
　　　　　　うち国債
　　　　　　　　地方債
　　　　　　　　社債
　その他有価証券のうち満期があるもの
　　　　　　うち国債
　　　　　　　　地方債
　　　　　　　　社債
　　　　　　　　外国証券
貸出金（※）

１年以内

合　　　　計

３年超
５年以内

５年超
７年以内

１年超
３年以内

246,288

5,162
1,500
－

3,662
58,934
5,000
17,921
35,012
1,000

855,168
1,165,553

－

9,338
3,003
－

6,334
104,837
54,000
39,795
11,041

－
593,463
707,638

－

6,761
1,001
－

5,759
200,998
19,000
109,222
62,786
9,989

420,070
627,830

－

1,321
－
－

1,321
244,488

－
173,825
45,140
25,522
346,733
592,542

－

500
－
500
－

124,439
－

68,546
2,802
53,090
410,749
535,689

－

－
－
－
－

271,890
11,000
12,331
179,077
69,480

1,434,195
1,706,086

７年超
10年以内 10年超

預金（※）
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金

１年以内

合　　　　計

３年超
５年以内

５年超
７年以内

１年超
３年以内

4,586,926
57,715
77,299
88,279

4,810,220

342,946
－
－

60,325
403,271

86,266
－
－

59,220
145,486

2,466
－
－
62

2,529

7,700
－
－
7

7,708

－
－
－
－
－

７年超
10年以内 10年超

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（※）破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が見込めない49,047百万円、期間の定めのないもの
　　  3,704百万円は含めておりません。

（※）預金のうち、要求払預金は、「１年以内」に含めて開示しております。

　(4）借用金
　　　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社及び連結される子会社の信用状態は実
行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としており
ます。固定金利によるものは、当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値
を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳
簿価額を時価としております。

　　　金利スワップの特例処理の対象とした借用金については、当該デリバティブ取引の時価を含めて記載しております。
デリバティブ取引
　　　金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨関連取引（通貨先物、通貨オプション、通貨スワップ等）、
債券関連取引（債券先物、債券先物オプション等）については、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格計算モデ
ル等により算出した価額によっております。地震デリバティブ取引については、取得価額をもって時価としております。

 
（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価

　  情報の「資産（２）有価証券」には含まれておりません。

非上場株式（※１）（※２）
債券
その他
　外国証券
　その他の証券（※２）

連結貸借対照表計上額区　　分

合　計

5,134
20

6,379
2,250
4,129
11,535

（単位：百万円）

（※１）非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから時価開示の対象と
　　　 はしておりません。
（※２） 当連結会計年度において、120百万円（うち、非上場株式 118百万円、その他の証券２百万円）の減損処理を行っており
　　　 ます。



（注３）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　　

（注４）借用金及びその他の有利子負債の連結決算日後の返済予定額

29 30

現金預け金
有価証券
　満期保有目的の債券
　　　　　　うち国債
　　　　　　　　地方債
　　　　　　　　社債
　その他有価証券のうち満期があるもの
　　　　　　うち国債
　　　　　　　　地方債
　　　　　　　　社債
　　　　　　　　外国証券
貸出金（※）

１年以内

合　　　　計

３年超
５年以内

５年超
７年以内

１年超
３年以内

246,288

5,162
1,500
－

3,662
58,934
5,000
17,921
35,012
1,000

855,168
1,165,553

－

9,338
3,003
－

6,334
104,837
54,000
39,795
11,041

－
593,463
707,638

－

6,761
1,001
－

5,759
200,998
19,000
109,222
62,786
9,989

420,070
627,830

－

1,321
－
－

1,321
244,488

－
173,825
45,140
25,522
346,733
592,542

－

500
－
500
－

124,439
－

68,546
2,802
53,090
410,749
535,689

－

－
－
－
－

271,890
11,000
12,331
179,077
69,480

1,434,195
1,706,086

７年超
10年以内 10年超

預金（※）
譲渡性預金
債券貸借取引受入担保金
借用金

１年以内

合　　　　計

３年超
５年以内

５年超
７年以内

１年超
３年以内

4,586,926
57,715
77,299
88,279

4,810,220

342,946
－
－

60,325
403,271

86,266
－
－

59,220
145,486

2,466
－
－
62

2,529

7,700
－
－
7

7,708

－
－
－
－
－

７年超
10年以内 10年超

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（※）破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等、償還予定額が見込めない49,047百万円、期間の定めのないもの
　　  3,704百万円は含めておりません。

（※）預金のうち、要求払預金は、「１年以内」に含めて開示しております。

　(4）借用金
　　　借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社及び連結される子会社の信用状態は実
行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としており
ます。固定金利によるものは、当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値
を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳
簿価額を時価としております。

　　　金利スワップの特例処理の対象とした借用金については、当該デリバティブ取引の時価を含めて記載しております。
デリバティブ取引
　　　金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨関連取引（通貨先物、通貨オプション、通貨スワップ等）、
債券関連取引（債券先物、債券先物オプション等）については、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格計算モデ
ル等により算出した価額によっております。地震デリバティブ取引については、取得価額をもって時価としております。

 
（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価

　  情報の「資産（２）有価証券」には含まれておりません。

非上場株式（※１）（※２）
債券
その他
　外国証券
　その他の証券（※２）

連結貸借対照表計上額区　　分

合　計

5,134
20

6,379
2,250
4,129
11,535

（単位：百万円）

（※１）非上場株式については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから時価開示の対象と
　　　 はしておりません。
（※２） 当連結会計年度において、120百万円（うち、非上場株式 118百万円、その他の証券２百万円）の減損処理を行っており
　　　 ます。



３．その他有価証券（2019年３月31日現在）

４．当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

　（売却の理由）私募債の買入消却であります。

31 32

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券
　　  小　計
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券
　　  小　計

合　　　　計

連結貸借対照表計上額
（百万円）種類 取得原価

（百万円）
103,573
787,567
91,269
388,079
308,217
85,747
56,145
29,601
976,887
9,258
76,274

－
41,199
35,075
148,064
104,157
43,907
233,597
1,210,485

43,425
777,898
88,813
384,931
304,153
82,694
54,917
27,776
904,017
10,449
76,337

－
41,231
35,106
151,618
105,618
46,000
238,405
1,142,423

60,147
9,669
2,455
3,148
4,064
3,052
1,228
1,824
72,869
△ 1,190
△ 62
－

△ 32
△ 30

△ 3,554
△ 1,460
△ 2,093
△ 4,807
68,062

差額
（百万円）

(有価証券関係)
 連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
１．売買目的有価証券（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の債券（2019年３月31日現在）

売買目的有価証券

当連結会計年度の損益に
含まれた評価差額（百万円）

９

時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

国債
地方債
社債
その他
　　  小　計
国債
地方債
社債
その他
　　  小　計

合　　　　計

連結貸借対照表計上額
（百万円）種類 時価

（百万円）
5,505
500

11,397
－

17,403
－
－

5,681
－

5,681
23,084

5,600
507

11,435
－

17,543
－
－

5,642
－

5,642
23,185

94
6
38
－
139
－
－

△ 38
－

△ 38
100

差額
（百万円）

売却原価（百万円） 売却損益（百万円）

合　計

売却額（百万円）
社債 300

300
301
301

1
1



３．その他有価証券（2019年３月31日現在）

４．当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

　（売却の理由）私募債の買入消却であります。

31 32

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

連結貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券
　　  小　計
株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券
　　  小　計

合　　　　計

連結貸借対照表計上額
（百万円）種類 取得原価

（百万円）
103,573
787,567
91,269
388,079
308,217
85,747
56,145
29,601
976,887
9,258
76,274

－
41,199
35,075
148,064
104,157
43,907
233,597
1,210,485

43,425
777,898
88,813
384,931
304,153
82,694
54,917
27,776
904,017
10,449
76,337

－
41,231
35,106
151,618
105,618
46,000
238,405
1,142,423

60,147
9,669
2,455
3,148
4,064
3,052
1,228
1,824
72,869
△ 1,190
△ 62
－

△ 32
△ 30

△ 3,554
△ 1,460
△ 2,093
△ 4,807
68,062

差額
（百万円）

(有価証券関係)
 連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」が含まれております。
１．売買目的有価証券（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の債券（2019年３月31日現在）

売買目的有価証券

当連結会計年度の損益に
含まれた評価差額（百万円）

９

時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

国債
地方債
社債
その他
　　  小　計
国債
地方債
社債
その他
　　  小　計

合　　　　計

連結貸借対照表計上額
（百万円）種類 時価

（百万円）
5,505
500

11,397
－

17,403
－
－

5,681
－

5,681
23,084

5,600
507

11,435
－

17,543
－
－

5,642
－

5,642
23,185

94
6
38
－
139
－
－

△ 38
－

△ 38
100

差額
（百万円）

売却原価（百万円） 売却損益（百万円）

合　計

売却額（百万円）
社債 300

300
301
301

1
1



33 34

2010年
ストック・オプション

2010年７月28日から
2060年７月27日まで

2011年７月27日から
2061年７月26日まで

2012年７月27日から
2062年７月26日まで

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

当社の取締役　10名

普通株式　9,290株

2010年７月27日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名

普通株式　13,680株

2011年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名

普通株式　11,930株

2012年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

（ストック・オプション等関係）
１．ストック・オプションに係る当連結会計年度における費用計上額及び科目名
　　　営業経費　　28百万円
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況
　(1）ストック・オプションの内容

（注）株式数に換算して記載しております。なお、2017年10月１日付株式併合（普通株式10株につき１株の割合）による
併合後の株式数に換算して記載しております。

2013年
ストック・オプション

2013年７月27日から
2063年７月26日まで

当社の取締役　10名

普通株式　10,630株

2013年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

2014年７月29日から
2064年７月28日まで

2014年
ストック・オプション

普通株式　9,910株

2014年７月28日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　10名
（社外取締役を除く）

2015年７月29日から
2065年７月28日まで

2015年
ストック・オプション

普通株式　5,910株

2015年７月28日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　９名
（社外取締役を除く）

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

2017年７月27日から
2067年７月26日まで

2017年
ストック・オプション

普通株式　8,710株

2017年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　10名
（社外取締役を除く）

2018年７月27日から
2068年７月26日まで

2018年
ストック・オプション

普通株式　10,410株

2018年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名
（社外取締役を除く）

2016年
ストック・オプション

2016年７月27日から
2066年７月26日まで

当社の取締役　８名
（社外取締役を除く）

普通株式　8,440株

2016年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

５．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

６．減損処理を行った有価証券
　　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取得
原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められないものについては、当該時価を
もって連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理（以下「減損処理」という。）
しております。
　　当連結会計年度における減損処理額は、株式948百万円であります。
　　なお、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に著しい下落があったものとしておりますが、減損処理にあたって
は、当連結会計年度末における時価が取得原価に比べて50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30％から50％下
落した場合には、回復の可能性を考慮して必要と認めた額について減損処理を行っております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。
３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

（１株当たり情報）
　　１株当たりの純資産額 7,139円69銭
　　１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額 　164円23銭
　　潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額 　164円03銭

連結貸借対照表計上額
(百万円 )

当連結会計年度の損益に含まれた
評価差額 (百万円 )

運用目的の金銭の信託 3,000 －

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

合　　　計

売却益の合計額
（百万円）

売却額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

11,641
339,739
101,078
76,921
161,738
86,800
79,771
7,029

438,181

2,841
4,458
464
34

3,959
820
5

815
8,120

1,034
291
160
122
8

3,923
3,923
－

5,249
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2010年
ストック・オプション

2010年７月28日から
2060年７月27日まで

2011年７月27日から
2061年７月26日まで

2012年７月27日から
2062年７月26日まで

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

当社の取締役　10名

普通株式　9,290株

2010年７月27日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名

普通株式　13,680株

2011年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名

普通株式　11,930株

2012年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）

（ストック・オプション等関係）
１．ストック・オプションに係る当連結会計年度における費用計上額及び科目名
　　　営業経費　　28百万円
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況
　(1）ストック・オプションの内容

（注）株式数に換算して記載しております。なお、2017年10月１日付株式併合（普通株式10株につき１株の割合）による
併合後の株式数に換算して記載しております。

2013年
ストック・オプション

2013年７月27日から
2063年７月26日まで

当社の取締役　10名

普通株式　10,630株

2013年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

2014年７月29日から
2064年７月28日まで

2014年
ストック・オプション

普通株式　9,910株

2014年７月28日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　10名
（社外取締役を除く）

2015年７月29日から
2065年７月28日まで

2015年
ストック・オプション

普通株式　5,910株

2015年７月28日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　９名
（社外取締役を除く）

付与日
権利確定条件
対象勤務期間

権利行使期間

付与対象者の区分
及び人数

2017年７月27日から
2067年７月26日まで

2017年
ストック・オプション

普通株式　8,710株

2017年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　10名
（社外取締役を除く）

2018年７月27日から
2068年７月26日まで

2018年
ストック・オプション

普通株式　10,410株

2018年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

当社の取締役　11名
（社外取締役を除く）

2016年
ストック・オプション

2016年７月27日から
2066年７月26日まで

当社の取締役　８名
（社外取締役を除く）

普通株式　8,440株

2016年７月26日
権利確定条件は定めていない
対象勤務期間は定めていない

５．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

６．減損処理を行った有価証券
　　売買目的有価証券以外の有価証券（時価を把握することが極めて困難なものを除く）のうち、当該有価証券の時価が取得
原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込があると認められないものについては、当該時価を
もって連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理（以下「減損処理」という。）
しております。
　　当連結会計年度における減損処理額は、株式948百万円であります。
　　なお、時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合に著しい下落があったものとしておりますが、減損処理にあたって
は、当連結会計年度末における時価が取得原価に比べて50％以上下落した場合には全て減損処理を行い、30％から50％下
落した場合には、回復の可能性を考慮して必要と認めた額について減損処理を行っております。

（金銭の信託関係）
１．運用目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）

２．満期保有目的の金銭の信託（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。
３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2019年３月31日現在）
　　該当事項はありません。

（１株当たり情報）
　　１株当たりの純資産額 7,139円69銭
　　１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額 　164円23銭
　　潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する当期純利益金額 　164円03銭

連結貸借対照表計上額
(百万円 )

当連結会計年度の損益に含まれた
評価差額 (百万円 )

運用目的の金銭の信託 3,000 －

株式
債券
　国債
　地方債
　社債
その他
　外国証券
　その他の証券

合　　　計

売却益の合計額
（百万円）

売却額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

11,641
339,739
101,078
76,921
161,738
86,800
79,771
7,029

438,181

2,841
4,458
464
34

3,959
820
5

815
8,120

1,034
291
160
122
8

3,923
3,923
－

5,249



　②単価情報

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法
　　当連結会計年度において付与された2018年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであ
ります。
　①使用した評価技法　　　ブラック・ショールズ式
　②主な基礎数値及び見積方法

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法
　　基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実際の失効数のみ反映させる方法を採用しております。
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権利行使価格　（円）
行使時平均株価（円）

1
－

2,600

1
－

2,310

1
－

2,500

1
－

2,890

2010年
ストック・オプション

付与日における公正な
評価単価（円）

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

1
－

2,730

2013年
ストック・オプション

2014年
ストック・オプション

1
2,792

4,310

2015年
ストック・オプション

1
2,792

3,150

1
2,792

3,020

2016年
ストック・オプション

2017年
ストック・オプション

権利行使価格　（円）
行使時平均株価（円）
付与日における公正な
評価単価（円）

2018年ストック・オプション　
25.2％
1.5年

70円／株
△0.12％

株価変動性　　　　　（注）１
予想残存期間　　　　（注）２
予想配当　　　　　　（注）３
無リスク利子率　　　（注）４

　（注）１．予想残存期間に対応する過去期間（2017年１月16日から2018年７月16日）の株価実績に基づき、週次で算出し
　　　　　ております。
　　　２．過去の役員データにより、平均的な退任までの期間を見積もっております。
　　　３．2018年３月期の配当実績（2017年10月１日付で実施した株式併合考慮後）によっております。
　　　４．予想残存期間に対応する期間に対応する国債の利回りであります。

　（注）2017年10月１日付株式併合（普通株式10株につき１株の割合）による併合後の価格に換算して記載しております。

1
－

2,820

2018年
ストック・オプション
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　（2）ストック・オプションの規模及びその変動状況
　　　当連結会計年度（2019年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数に
ついては、株式数に換算して記載しております。

　①ストック・オプションの数

権利確定前　　（株）
　前連結会計年度末
　付与
　失効
　権利確定
　未確定残
権利確定後　　（株）
　前連結会計年度末
　権利確定
　権利行使
　失効
　未行使残

 
―
―
―
―
―

3,030
―
―
―

3,030

 
―
―
―
―
―

6,180
―
―
―

6,180

 
―
―
―
―
―

5,360
―
―
―

5,360

2010年
ストック・オプション

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

5,810
―
―
―

5,810

2013年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

6,440
―
―
―

6,440

2014年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

4,690
―
590
―

4,100

2015年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

7,410
―
940
―

6,470

2016年
ストック・オプション

権利確定前　　（株）
　前連結会計年度末
　付与
　失効
　権利確定
　未確定残
権利確定後　　（株）
　前連結会計年度末
　権利確定
　権利行使
　失効
　未行使残

 
8,710
―
―

8,710
―

―
8,710
890
―

7,820

2017年
ストック・オプション

 
―

10,410
―
―

10,410

―
―
―
―
―

2018年
ストック・オプション

（注）2017年10月１日付株式併合（普通株式10株につき１株の割合）による併合後の株式数に換算して記載しております。



　②単価情報

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法
　　当連結会計年度において付与された2018年ストック・オプションについての公正な評価単価の見積方法は以下のとおりであ
ります。
　①使用した評価技法　　　ブラック・ショールズ式
　②主な基礎数値及び見積方法

４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法
　　基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実際の失効数のみ反映させる方法を採用しております。
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権利行使価格　（円）
行使時平均株価（円）

1
－

2,600

1
－

2,310

1
－

2,500

1
－

2,890

2010年
ストック・オプション

付与日における公正な
評価単価（円）

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

1
－

2,730

2013年
ストック・オプション

2014年
ストック・オプション

1
2,792

4,310

2015年
ストック・オプション

1
2,792

3,150

1
2,792

3,020

2016年
ストック・オプション

2017年
ストック・オプション

権利行使価格　（円）
行使時平均株価（円）
付与日における公正な
評価単価（円）

2018年ストック・オプション　
25.2％
1.5年

70円／株
△0.12％

株価変動性　　　　　（注）１
予想残存期間　　　　（注）２
予想配当　　　　　　（注）３
無リスク利子率　　　（注）４

　（注）１．予想残存期間に対応する過去期間（2017年１月16日から2018年７月16日）の株価実績に基づき、週次で算出し
　　　　　ております。
　　　２．過去の役員データにより、平均的な退任までの期間を見積もっております。
　　　３．2018年３月期の配当実績（2017年10月１日付で実施した株式併合考慮後）によっております。
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1
－

2,820

2018年
ストック・オプション
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　（2）ストック・オプションの規模及びその変動状況
　　　当連結会計年度（2019年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの数に
ついては、株式数に換算して記載しております。

　①ストック・オプションの数

権利確定前　　（株）
　前連結会計年度末
　付与
　失効
　権利確定
　未確定残
権利確定後　　（株）
　前連結会計年度末
　権利確定
　権利行使
　失効
　未行使残

 
―
―
―
―
―

3,030
―
―
―

3,030

 
―
―
―
―
―

6,180
―
―
―

6,180

 
―
―
―
―
―

5,360
―
―
―

5,360

2010年
ストック・オプション

2012年
ストック・オプション

2011年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

5,810
―
―
―

5,810

2013年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

6,440
―
―
―

6,440

2014年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

4,690
―
590
―

4,100

2015年
ストック・オプション

 
―
―
―
―
―

7,410
―
940
―

6,470

2016年
ストック・オプション

権利確定前　　（株）
　前連結会計年度末
　付与
　失効
　権利確定
　未確定残
権利確定後　　（株）
　前連結会計年度末
　権利確定
　権利行使
　失効
　未行使残

 
8,710
―
―

8,710
―

―
8,710
890
―

7,820

2017年
ストック・オプション

 
―

10,410
―
―

10,410

―
―
―
―
―

2018年
ストック・オプション

（注）2017年10月１日付株式併合（普通株式10株につき１株の割合）による併合後の株式数に換算して記載しております。
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上記の事項につきましては、法令及び当社定款第15条の定めにより、インターネット上の
当社ウェブサイト（https://www.okb.co.jp/investor/i-top.html）に掲載することにより、
株主の皆さまに提供しております。

（事業報告）
　 新株予約権等に関する事項
（計算書類）
　 株主資本等変動計算書
　 個 別 注 記 表
（連結計算書類）
　 連結株主資本等変動計算書
　 連 結 注 記 表

第207期定時株主総会招集ご通知に際しての
イ ン タ ー ネ ッ ト 開 示 事 項

2018年4月 1 日から
2019年3月31日まで（ （

1

6
7

16
17


